
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

学
区
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て 

   

福
祉
委
員
会
は
四
月
二
十
七
日
に
総
会
が
開
催
さ
れ
、 

今
年
四
年
目
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
委
員
と
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、 

会
の
目
的
で
あ
り
ま
す 

地
域
住
民
の
福
祉
を
増
進
さ
せ
、 

安
心
し
て
暮
せ
る
こ
と
が
出
来
る
町
づ
く
り
の 
向
上
を 

目
指
し
て
四
十
余
名
の
委
員
で
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り 

ま
す
。 

 

基
本
的
に
は
、
前
年
度
実
施
し
て
き
た
事
業
を
中
心
に 

し
て
ま
い
り
ま
す
（
今
年
度
事
業
計
画
は
次
ペ
ー
ジ
掲
載 

参
照
）
。 

 

『
老
化
は
脚
か
ら
』
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
筋
肉
の
七
〇 

％
以
上
が
下
半
身
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
歳
を
と 

る
と
下
半
身
の
筋
肉
が
減
少
し
、
体
力
が
低
下
し
ま
す
。 

足
腰
の
筋
力
が
低
下
す
る
と
、
歩
行
中
に
躓
き
や
す
く
な 

っ
た
り
、
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

筋
肉
量
の
減
少
を
防
ぐ
に
は
、
筋
肉
の
材
料
に
な
る
蛋 

白
質
を
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
高
齢
者
は
食
が
細
く 

な
り
が
ち
で
す
が
、
豆
腐
や
魚
、
肉
な
ど
蛋
白
質
の
豊
富 

な
も
の
を
食
べ
て
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

何
歳
に
な
っ
て
も
筋
肉
を
鍛
え
れ
ば
、
増
え
る
と
い
う 

結
果
が
、
出
て
お
り
、
使
わ
な
け
れ
ば
、
減
少
し
ま
す
。 

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
に
、
一
生
自
分
の
足
で
歩
く
た
め
に 

は
、
運
動
を
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
す
。 

 

昨
年
度
は
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
さ
わ
や
か
健
康
体
操
を 

実
施
し
ま
し
た
、
前
年
度
実
施
事
項
に
併
せ
、
今
年
度
は
各
町
老
人 

ク
ラ
ブ
で
、
参
加
し
や
す
い
ア
イ
デ
ア
と
企
画
で
実
施
し
て
い
た
だ

く
『
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
』
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
学
区
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
せ

る
地
域
づ
く
り
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

           

福
祉
委
員
と
住
民
と
の
連
携 

 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
  

福
祉
委
員
会
が
発
足
し
て
早
く
も
三
年
が
過
ぎ
、
私
た
ち
民
生
児

童
委
員
も
学
区
福
祉
委
員
の
一
人
と
し
て
、
日
々
地
域
の
人
た
ち
の

見
守
り
等
の
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

近
年
、
児
童
幼
児
の
事
故
が
多
い
上
に
、
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮

し
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
活
動
が
困
難
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

災
害
時
の
見
守
り
も
福
祉
委
員
が
少
人
数
で
は
不
安
の

た
め
隣
人
同
士
の
助
け
合
い
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
、『
地
域
の
子
供
は
地
域
で
育
て
る
』 

を
目
標
に
、
子
育
て
支
援
『
な
の
は
な
』
を
年
三
回
で
あ
り
ま
す
が
、 

六
ツ
美
西
部
市
民
ホ
ー
ム
を
会
場
に
し
て
開
催
し
ま
す
。
地
域
の
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
安
心
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
れ
る
よ
う
に
応
援
を
し
ま
す
。 

 
 
 

健
康
で
楽
し
い
毎
日
を
送
ろ
う 

 
 
 
 
 
 

六
ツ
美
西
部
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 

 

会
長 

 

水
野
方
義 

 

最
近
、
高
齢
者
を
め
ぐ
っ
て
色
々
な
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
高
齢
者
は
、
特
に
健
康
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
と
し
て
も
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
維
持
に
つ
と
め
、
例
年
の
諸

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

た
と
え
ば
『
楽
し
く
健
康
の
維
持
を
』 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
体
操
・
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
な
ど
に
参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
の
維
持
と
、
地
区
の

皆
さ
ん
と
の
親
睦
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
『
西
部
小
三
年
生
と
の
楽
し
い
交
流
を
』 

 

今
年
の
第
一
回
の
交
流
は
「
植
物
の
育
ち
方
を
調
べ
よ
う
」
を
テ

ー
マ
に
「
オ
ク
ラ 

か 

ホ
ウ
セ
ン
カ
」
を
一
鉢
づ
つ
育
て
る
こ
と
に

な
り
、
先
日
「
土
つ
く
り
苗
の
植
え
方
」
を
教
え
て
き
ま
し
た
。 

 

第
二
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
西
部
の
グ
ー
を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
で
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ん
と
頑
張
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
わ
り
に
、 

先
日
中
日
新
聞
に
載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
ら
れ
た
、
大
府
市
山
田
さ
ん
の
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柳
を
無
断
で
紹
介
し
ま
す
。
こ
ん
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気
持
ち
も
時
に
は
必
要
で
は
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
総
値
上
げ 

戦
後
を
生
き
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
負
が
あ
る
』
。 
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六
ツ
美
西
部
学
区
福
祉
委
員
会 

 
    

 
 
 
 

 

委
員
長 

伊
藤
忠
良 

 

5月 28日行われた子育て支援 

「なのはな」会場の様子 

 

子
ど
も
た
ち
と
土
つ
く
り
の
様
子 

西
部
学
区
民
生
委
員 

児
童
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

松
下
義
明 
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地
域
福
祉
計
画
の
策
定 

 
 
 
 
 

ふ
れ
あ
い
活
動
部 

民
生
児
童
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
良
治 

 

地
域
福
祉
計
画
は
、
市
町
村
が
自
ら
作
る
べ
き
計
画
と
し
て
、 

平
成
十
五
年
か
ら
社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
岡
崎
市 

地
域
福
祉
計
画
は
、
市
民
を
は
じ
め
、
福
祉
事
業
経
営
者
、
福
祉 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
策
定
さ

れ
た
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
っ
て
地
域
福
祉
を 

推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

策
定
の
体
系
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

基
本
理
念
＝
つ
く
ろ
ま
い
！ 

支
え
あ
い
の
ま
ち
、 

 
 
 
 
 

安
心
の
ま
ち
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
す
ま
ち
、 

基
本
目
標 

（
Ⅰ
）
思
い
や
り
や
支
え
あ
い
の
心
を
育
て
、
地
域
の
交
流
を
進
め

ま
し
ょ
う 

①
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る 

＊
福
祉
に
対
す
る
意
識
の
変

容 

＊
家
庭
・
学
校
・
社
会
教
育
で
の
福
祉
活
動
教
育
の 

推
進 

＊
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り 

②
心
を
つ
な
ぐ
交
流
の
促
進 

＊
出
会
い
の
仕
組
み
作
り 

＊
地
域
情
報
の
発
信
・
交
換 

＊
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
支

援 

③
身
近
に
ふ
れ
あ
え
る
居
場
所
作
り 

＊
活
動
、
交
流
拠
点
の 

発
掘(

居
場
所
作
り)

＊
身
近
な
居
場
所
を
相
談
窓
口
と
し

て
活
用 

（
Ⅱ
）
安
全
・
安
心
し
て
暮
せ
る
地
域
を
作
り
ま
し
ょ
う 

 
 

④
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保 

＊
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向 

 
 

上 

＊
福
祉
の
個
別
計
画
の
推
進 

＊
雇
用
・
就
業
の
促
進 

 
 
 

＊
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護 

 
 

⑤
既
存
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化 

＊
活
動
団
体
の
連 

 
 
 

子
育
て
支
援
「
な
の
は
な
」 

六
月
、
広
報
誌
発
行
、
健
康
体
操
、 

七
月
、
激
励
訪
問
、 

 

九
月
、
激
励
訪
問
、
健
康
体
操
、
一
人
暮
し
の
方
と
の
お
食
事 

 
 
 
 

会
、
学
区
敬
老
会
、
子
育
て
支
援
「
な
の
は
な
」
、 

 
 
 
 

小
学
校
草
刈
奉
仕
、 

 

十
月
、
寝
た
き
り
老
人
訪
問
、
老
人
ク
ラ
ブ
合
同
親
睦
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
小
学
校
樹
木
剪
定
奉
仕
、 

十
一
月
、
激
励
訪
問
、
健
康
講
座
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
、
先
進
地

視
察
、
児
童
ふ
れ
あ
い
伝
承
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ク

祭
り
赤
い
羽
根
募
金
、
学
区
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
祭

り
、 

 

一
月
、
激
励
訪
問
、
寝
た
き
り
老
人
訪
問
、
子
育
て
支
援
「
な 

の
は
な
」 

 

三
月
、
激
励
訪
問
、 

 
 
 

携
協
力
体
制
の
確
立 

＊
総
合
相
談
支
援
体
制
の
構
築 

 
 
 

＊
保
険
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
体
制
づ
く
り 

＊
権
利
擁

護
の
推
進
と
見
守
り
体
制
の
充
実 

＊
民
生
委
員
児
童

委
員
・
主
任
児
童
委
員
活
動
の
充
実 

＊
地
域
福
祉
を
支

え
る
人
材
の
育
成 

 
 

⑥
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り 

＊
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り 

＊
移
動
手

段
の
確
保 

＊
防
災
・
防
犯
対
策
の
充
実 

（
Ⅲ
）
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
す
地
域
社
会
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う 

 
 

⑦
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加
の
促
進 

＊
地
域
の
組
織
・
団

体
へ
の
加
入
促
進 

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化 

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
の
拡
大 

 
 

⑧
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
増
進
の
取
り
組
み 

＊
生
涯

学
習
の
推
進 

＊
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援 

＊
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み 

＊
健
康
お
か

ざ
き21

、
お
か
ざ
き
健
や
か
親
子21

へ
の
取
り
組
み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以
上 

          
 
 

平
成
二
十
年
度
福
祉
委
員
会
事
業
計
画 

 

四
月
、
総
会
、 

 

五
月
、
激
励
訪
問
、
小
学
校
草
取
り
奉
仕
、
学
区
合
同
運
動
会
、 
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